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Ⅰ．２０１３年度 連結決算概要

Ⅱ．２０１４年度 連結決算予想



3２０１３年度 連結決算概要

（単位：億円）
２０１３年度

実 績
２０１２年度

実 績 前期比

売上高 ３,２４５ ２,８９４ １１２％

営業利益 １４２ 4.4% １１１ 3.8% １２８％

経常利益 １４８ 4.6% １１６ 4.0% １２８％

当期純利益 ８９ 2.8% ７３ 2.5% １２２％

直販体制（2002.10月）以降、過去最高の売上高、利益を達成

〔売上高の増加により、４期連続増益〕



4２０１３年度 部門別売上実績

（単位：億円）
２０１３年度

実 績
２０１２年度

実 績 前期比

戸建 １,３９２ １,３４０ １０４％

集合 ４４０ ３７８ １１６％

増改築 ４３２ ３８３ １１３％

建築請負 ２,２６４ ２,１０１ １０８％

分譲土地・建物 ５１２ ３５８ １４３％

住宅部材 ２２３ ２０６ １０８％

不動産流通 ２４６ ２２９ １０７％

合 計 ３,２４５ ２,８９４ １１２％

建築請負は、全売上区分において堅調に推移し、前期比108％

大型マンションの竣工もあり、分譲土地・建物は前期比143％



5２０１３年度 営業利益増減分析

営業利益
１１１億

【利益率３.８％】

増販益・売上
構成変化他

＋６３億

調達、現場他
合理化
＋２３億

営業利益
１４２億

【利益率4.4％】

＋３１億

資材価格
上昇

△８億

２０１２年度
（実績）

２０１３年度
（実績）

販管費増加
△４７億



6２０１３年度 部門別受注実績

（単位：億円） 上期実績 前期比 下期実績 前期比 通期実績 前期比

戸建 ８８３ 121％ ５８３ 84％ １,４６６ 103％

集合 ３７０ 196％ ２３９ 9１％ ６０９ 135％

増改築 ２２４ 117％ ２１５ 108％ ４３９ 113％

建築請負 １,４７７ 133％ １,０３７ 90％ ２,５１４ 111％

分譲土地・建物 ２６９ 115％ ２４８ 136％ ５１７ 124％

住宅部材 １３１ 139％ ８５ 77％ ２１６ 105％

不動産流通 １２０ 107％ １２５ 107％ ２４５ 107％

合 計 １,９９７ 129％ １,４９５ 96％ ３,４９２ 112％

受注残高 前期比

１,００２ 108％

６００ 139％

６１ 112％

１,６６３ 118％

９７ 105％

１０８ 94％

－ －

１,８６８ 115％

受注高は、消費税増税の駆け込み需要と反動減が顕在化
（建築請負 前期比：上期133％、下期90％）

受注残高の前期比は、建築請負118％、合計では115％
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Ⅰ．２０１３年度 連結決算概要

Ⅱ．２０１４年度 連結決算予想



8２０１４年度 連結決算予想

（単位：億円）
２０１４年度

予 想
２０１３年度

実 績 前期比

売上高 ３,３３０ ３,２４５ １０３％

営業利益 １６５ 5.0% １４２ 4.4% １１６％

経常利益 １６５ 5.0% １４８ 4.6% １１１％

当期純利益 １００ 3.0% ８９ 2.8% １１２％

2015年度を最終年度とした中期計画達成に向け、『増収・増益』を目指す

（営業利益率 ５％ ・ 当期純利益 １００億）



２０１４年度 部門別売上予想

（単位：億円） ２０１４年度 予想 ２０１３年度 実績 前期比

戸建 １,２７６ １,２５２ １０２％

集合 ５０１ ４２８ １１７％

住宅部材 １９３ ２２３ ８７％

新築請負計 １,９７０ １,９０３ １０４％

分譲土地・建物 ４７０ ４９１ ９６％

マンション １１０ １５７ ７０％

街づくり計 ５８０ ６４８ ９０％

増改築 ４６５ ４３２ １０８％

不動産流通 ２５５ ２４５ １０４％

ストック計 ７２０ ６７７ １０６％

計 ３,２７０ ３,２２８ １０１％

海 外 ６０ １７ ３５３％

合 計 ３,３３０ ３,２４５ １０３％

売上高は合計で前期比103％（内、海外は353％）
※2014年度より、中期計画との整合性を図るため売上区分の集計方法を変更しました。

9



10

売

上

２０１３年度
実 績

売

上

新築請負
＋６７億

３,３３０億

３,２４５億

85億の増販

街づくり
△６８億 ストック

＋４３億

海外
＋４３億

２０１４年度
予 想

多層階住宅及び賃貸
集合住宅の推進
（相続税改正の訴求）

マンション販売
物件の減少

空間提案による大型
リフォームの推進

２０１４年度 売上高増加要因

事業の拡大（請負
からＪＶ事業まで）



11２０１４年度 営業利益増減予想

営業利益
１４２億

【利益率4.4％】

増販益・売上
構成変化他

＋２４億

調達、設計他
合理化
＋２０億

営業利益
１６５億

【利益率5.0％】

＋２３億

資材価格
上昇

△１２億

２０１３年度
（実績）

２０１４年度
（予想）

販管費増加
△９億



２０１４年度 部門別受注予想

（単位：億円）
２０１４年度上期予想 ２０１４年度下期予想 ２０１４年度通期予想 ２０１３年度

通期実績金 額 前期比 金 額 前期比 金 額 前期比

戸建 ６５０ 84％ ６６０ 124％ １,３１０ 100％ １,３０８

集合 ３００ 83％ ３００ 141％ ６００ 104％ ５７６

住宅部材 １１０ 84％ １１０ 130％ ２２０ 102％ ２１６

新築請負計 １,０６０ 83％ １,０７０ 129％ ２,１３０ 101％ ２,１００

分譲土地・建物 ２３０ 79％ ３００ 134％ ５３０ 102％ ５１８

マンション ３０ 38％ ７０ 96％ １００ 66％ １５２

街づくり計 ２６０ 70％ ３７０ 124％ ６３０ 94％ ６７０

増改築 ２４３ 109％ ２４２ 113％ ４８５ 111％ ４３７

不動産流通 １２７ 106％ １２８ 102％ ２５５ 104％ ２４５

ストック計 ３７０ 108％ ３７０ 109％ ７４０ 108％ ６８２

計 １,６９０ 85％ １,８１０ 123％ ３,５００ 101％ ３,４５２

海 外 － － － － １５０ 375％ ４０

合 計 － － － － ３,６５０ 105％ ３,４９２

12

上期（除 海外）は前期比85％とするものの、通期では前年並みを見込む
※2014年度より、中期計画との整合性を図るため売上区分の集計方法を変更しました。



13株主還元（配当）について
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'09年度 '10年度 '11年度 ’12年度 13年度 14年度予想

(円) １株当たり当期純利益(Earnings per Share)

２０１１年度実績 ２０１２年度実績 ２０１３年度実績 ２０１４年度予想

配 当 額 １５円 １５円 ２０円
（内 記念配当５円）

２０円

配 当 性 向 ４１.２％ ３４.４％ ３７.６％ ３３.６％

リーマンショック（２００８年９月）

以降、収益性は着実に向上

□1株当り当期純利益 ’14年度予想

’09年度（14.4円）から４倍の59.5円

収益性の向上を受け、配当総額を15円から20円に増額
2013年度配当実績：中間配当7.5円、期末配当12.5円（内 記念配当5円）
2014年度配当予想：中間配当10円、期末配当10円



2014年度

事業方針について

２０１３年度 決算説明資料

パナホーム株式会社





新築請負中心の住宅産業にとって、
市場は縮小

■ 海外の旺盛な需要
（アジアの成長）

■ スマートハウス
■ 多層階住宅(賃貸併用)
■ スマート賃貸住宅
■ 高齢者向け住宅

■ スマートシティ
■ スマートマンション

■ 大型リフォーム
■ 買取再販

「くらしの価値」 を創出し続ける
「住生活産業」 としては、商機や成長分野は多くある

© PanaHome Corporation

<取り巻く環境変化 と 商機> 2

商 機

・人口減少
・高齢化
・世帯人数減少

・ネットゼロエネルギー
・増税（消費税・相続税）
・若年低所得者の持家確保

・家あまり
・震災への備え
・電力問題

顧客

市場

国策

環境変化



新 築

請負事業

スマートハウス

主力事業の

競争力強化

多層階住宅(賃貸併用)

スマート賃貸住宅

高齢者向け住宅

街づくり事業
スマートシティ

スマートマンション

新規事業の

規模拡大
ストック事業

大型リフォーム
買取再販

海外事業
海外の旺盛な需要
（アジアの成長）

商機を取り込み、事業別 成長戦略 を展開

© PanaHome Corporation

<基本方針> 3



2012年度 2015年度

3,400億円

新築事業

街づくり事業

ストック事業

海外事業

（3.8％）

5

609

520

1,760 1,860

70

© PanaHome Corporation

<事業分野別 拡大計画>

800

670

4

2013年度

3,245億円

17

677

648

1,903

2014年度

3,330億円

60

720

580

1,970

（4.4％） （5.0％） （5.0％）（営業利益率）

2,894億円

営業利益 １１１億円 １４２億円 １６５億円 １７０億円
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■ ２０１３－１５新中期計画

■ ２０１８年度に向けて



スマートハウス

© PanaHome Corporation

【新築請負事業】

ＺＥＨブランド戦略 『ＢlueEnergy』 で拡販

ＺＥＨ（一次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量が年間を通じ、ゼロとなる住宅）

2018年に戸建全戸ＺＥＨ仕様をめざす。

政府が２０２０年に標準化をめざすＺＥＨを先取りした住まい

２０１３
総 括

6

大容量ソーラー搭載 「エコ・コルディス」 累計受注１，１５７棟

「ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ・ｴﾌﾟｺ・ｴﾅｼﾞｰｻｰﾋﾞｽ㈱」と提携
プレミアム価格買取サービス（プラス１円）を先行実施

《スマートハウス》

８５１ ９６０億円（前年比113％）

14年度 目標
〔売上高〕 〔受注高〕

８８９ ９９０億円（前年比111％）

14年度 目標13年度 実績13年度 実績



多層階住宅・併用住宅

© PanaHome Corporation

【新築請負事業】

住居（二世帯）・賃貸住宅・店舗を自由自在に組合わせ

都市部の限られた敷地を最大限の活用

相続税改正への訴求

《多層階》

２０８ ２２８億円（前年比110％）

14年度 目標

7

『ビューノ ７』 で都市部の併用住宅を拡販

２０１３
総 括 ４、５階建は、都市部で大きく伸長（棟数前年比１４７％）

工業化住宅最大の
ワイドスパン８２００ｍｍ

〔売上高〕 〔受注高〕

２７２ ３３４億円（前年比123％）

14年度 目標13年度 実績13年度 実績



スマート賃貸住宅

© PanaHome Corporation

【新築請負事業】

重量鉄骨（ビューノ構法）の都市型賃貸マンション

「エコ・ソレイユ」

ＰＨ施主とのリレーション強化による建替促進

販売戦力の増強

8

相続税を追い風に、都市部を重点攻略

２０１３
総 括 太陽光発電で賃貸収益向上（搭載率大幅UP：３７％ ←前年１９％）

『Vieuno la Maison(ビューノ・ラ・メゾン）』 ４月１６日発売

玄関エントランス 内装

《集合住宅》

３２０ ３７６億円（前年比118％）

14年度 目標
〔売上高〕 〔受注高〕

４３８ ４５０億円（前年比103％）

14年度 目標13年度 実績13年度 実績

・４４名増員



高齢者向け住宅

© PanaHome Corporation

【新築請負事業】

パナソニックとの連携強化

9

２０１３
総 括

伸びる市場、高齢者向け住宅を拡販

サービス付高齢者住宅の受注拡大（棟数前年比１２９％）

エイジフリーハウス宝塚

《高齢者住宅》

１０８ １２５億円（前年比116％）

14年度 目標
〔売上高〕 〔受注高〕

１３７ １５０億円（前年比109％）

14年度 目標13年度 実績13年度 実績

「パナソニック コムハート㈱」（2014／2設立）

が運営する施設の建設を推進

<施設> 小規模多機能
＋サ高住の運営・介護サービス提供

<展開> ２０１８年度に１００ヶ所の施設運営



<売り方の進化>

© PanaHome Corporation

【新築請負事業】 10

５つの
機能

①情報発信 ②カウンセリング ③集客イベント

④ホスピタリティ ⑤コミュニティ

Vieuno ７ ﾋﾞｭｰﾉ ﾌﾟﾗｻﾞ中野

GWからのフェア、展示場、

イベント、販促物に展開

・大阪、名古屋へ展開

「暖食のあかり」 「読書・子供勉強のあかり」

多層階の地域密着型営業拠点『ビューノ プラザ』 を開設

<例> “明かり”“空間”でくらし提案

『わくわくモデルハウス』で、住まいづくりの楽しさを伝える

㈱タカラトミーとのコラボ 「スマート リカちゃん」

・川崎（4/16ｵｰﾌﾟﾝ）、大塚（4/20ｵｰﾌﾟﾝ）、中野（5/31ｵｰﾌﾟﾝ）

リカちゃんハウス



<成長への投資>

© PanaHome Corporation

【新築請負事業】 11

新CAD導入による設計提案力強化で受注生産性を向上
・現行 ６ｼｽﾃﾑを統合し、商談ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮と営業設計力強化

項目 投資 対前年

生産・調達・物流 １０ ＋５

展示場・情報館 １６ ＋１

Ｒ＆Ｄ ２ ＋１

ＩＴ １４ ＋６
合 計 ４２ ＋１３

（億円）■ ２０１４投資計画

２０１４計画必達と中期・２０１８年への成長に向け、積極投資を図る

構造ﾁｪｯｸ

積算配置 ｳｫｰｸｽﾙｰ

図面作図

提案書

見積書

設計担当
（新建築CAD）

図面作図

構造ﾁｪｯｸ

積算配置 ｳｫｰｸｽﾙｰ

提案書

見積書

AfterBefore



スマートシティ

© PanaHome Corporation

【街づくり事業】 12

２０１３
総 括 街まるごとのネットエネルギーゼロを達成（潮芦屋、草津、藤沢）

４７１ ４９１（前年比104％）

13年度 実績

〔売上高〕
12年度 実績

４７０億円（前年比96％）

14年度 目標

〔受注高〕 ４６９ ５１８（前年比110％） ５３０億円（前年比102％）

《戸建分譲》

土地仕入れ強化 と 販売回転率の向上

商業その他、多方面における総合的な街づくり

・グループ保有地におけるシナジー効果
・再開発事業（公共及び民間）

新しい販売手法（ルート）の構築

仕入競合の少ない複合事業

（住居＋商業・エイジング等）へ展開

Fujisawa SST

第１期５０棟完売（売建１６、建売３４）

従来の「ＢtoＣ」から『ＢtoＢ』 へ拡大
西宮市浜甲子園
団地再生推進事例



スマートマンション

© PanaHome Corporation

【街づくり事業】 13

２０１３
総 括 大型物件（新宿御苑、潮芦屋）の販売が寄与し、売上確保

４９ １５７（前年比321％）〔売上高〕 １１０億円（前年比70％）

〔受注高〕 ９４ １５２（前年比161％） １００億円（前年比66％）

パークナード目黒

パークナード潮芦屋

「パークナード」 ブランドの浸透

エントランス

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

・パークナード目黒で省CO2先導事業採択

スマート化の推進

・施工力、施工管理体制の強化

・アウトソーシングから自社販売ノウハウ習得

《分譲マンション》

ＥＭＳ（ｴﾈﾙｷﾞｰ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ｼｽﾃﾑ） の進化による事業拡大

13年度 実績12年度 実績 14年度 目標



リフォーム
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【ストック事業】

カスタマー、ＰＨ不動産との連携による
リライフ分野の受注拡大

首都圏への人員強化と空間提案による
差別化でリノベーションの受注拡大

（関東・東京・神奈川エリア： ３６名 → ８７名へ）

14

リフォーム新会社を中心に
ストック事業の規模拡大と収益力強化を図る

２０１３
総 括 パナホーム リフォーム㈱１０月営業開始

《リフォーム》

４３２ ４６５億円（前年比108％）

14年度 目標
〔売上高〕 〔受注高〕

４３７ ４８５億円（前年比111％）

14年度 目標13年度 実績13年度 実績

古民家再生リフォーム

マンションリフォーム



中古住宅流通
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【ストック事業】

スムストック（売買仲介）本格運用

マンション買取再販事業

マンション管理事業からの展開

インテリックス との「業務提携」推進

合人社管理物件からリフォーム受注

首都圏＋名・阪で専任組織強化（８名→１５名）

【売上計画】 ２０億円

【売上計画】 ０．５ → ２ 億円

【売上計画】 ４億円 マンション買取再販事業（スケルトンリフォーム例）

15

アライアンスを深め、中古住宅流通事業を拡大

２０１３
総 括 マンション関連新規事業に参入 （マンション管理事業、買取再販事業）

AferＢｅｆｏｒｅ



台湾
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【海外事業】

内装事業（ＰＨ台湾ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ）

建築請負事業（ＰＨ台湾）

日式設計、品質で差別化。JVの構築

戸建分譲・スマートシティの展開

マンション住戸、共用部、ホテル
リノベーション展開による売上拡大

商圏エリアの拡大（台中・台南・高雄）

16

マンションの内装事業～建築請負事業へ展開

２０１３
総 括 大型マンションの受注、建設進行（４案件、総額６８億円）

《台湾》

１７ ５０億円（前年比294％）

14年度 目標
〔売上高〕 〔受注高〕

４０ １２２億円（前年比305％）

14年度 目標13年度 実績13年度 実績

案件名 工  期
規 模
(億円)

物件内容

新荘 2012/12- 10 地上１２階/地下２階

羅斯福路 2013/7- 8 地上８階/地下３階

盧州１ 2013/7- 41 地上２６階/地下３階

盧州２ 2014/1- 9 地上10階･13階/地下3階

蘆州１ 羅斯福路



マレーシア
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【海外事業】

工事力、提案力の強化による安定経営

土地所有者とのＪＶによる街づくり・スマートシティ事業の拡大

台湾、マレーシアに次ぐ、第３国でのＦ／Ｓ開始

クアンタン スマートシティ事業
３０戸 事業総額：約２３億円

ＫＬ市 スマートマンション事業
５０４戸 事業総額：約３９億円

17

初受注を足がかりに、海外での
スマートシティ、スマートマンション事業を拡大

２０１３
総 括 マンション請負の受注確定。スマートシティ事業のＪＶ骨格決定

《マレーシア》

１０億円

14年度 目標
〔売上高〕 〔受注高〕

２８億円

14年度 目標
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■ ２０１３－１５新中期計画

■ ２０１４年度 事業方針
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積極投資で成長戦略を実現
<向こう３年間で５００億円の投資枠設定>

新築請負 街づくり ストック 海外

土地の積極仕入

2013年度末 453億円

2018年度末 1,000億円

土地在庫

第３国への展開
2018年 売上100億円

『積極的 資金投入』

『アジア面展開』

台湾Ｗ

マレーシア

ＡＳＥＡＮ

台湾Ｒ
5 17

60
100

500

■売上計画

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018
3 5 10

2 12

10

40
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2018年度

5,000億円

2,200

677
648

3,245億円

2013年度

1,000

1,300

500

1,903

17

（単位：億円）

新築請負事業

街づくり事業ストック事業 海外事業

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 住宅関連２兆円のうち

５０００億円へ挑戦

ストック

新築請負

街づくり

海外



(注) 本資料の計画や業績予想等の将来見通しは、現時点において

当社が合理的であると判断する一定の前提に基づくものです。

実際の業績は、当社を取り巻く経済情勢・需要動向等の変化、

金融情勢の変化、地価の大幅な変動等様々な要因により

予想数値とは大きく異なる可能性があります。
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